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projection fibers through the centrum semiovale． 14th annual meeting of 
International Society of Magnetic Resonance in Medicine ． 2006 
May7-13；Seattle，USA． 

 
2) Sakai K，Yamada K，Koyamada K，Nishimura T．Diffusion tensor 

imaging data with ultimate interpolation will not solve the crossing-fiber 
problem： A simulation study．14th annual meeting of International 
Society of Magnetic Resonance in Medicine．2006 May7-13；Seattle，USA． 

 
3) Kudo K，Sasaki M，Yamada K，Terae S，Tha KK，Yoshida Y，Miyasaka 

K．Evaluation and minimization of the difference in MR perfusion maps 
among softwares． 14th annual meeting of International Society of 
Magnetic Resonance in Medicine．2006 May7-13；Seattle，USA． 

 
4) Yamagami T ． Percutaneous transluminal angioplasty using a 

pull-through technique for hepatic arterial occlusion at the time of 



port-catheter implantation．Interventional radiology case club 2006，2006 
November 14；Seoul，Korea． 

 
5) Yuen S，Uematsu T，Kasami M，Yokoe K，Ikuma H，Seki A，Aramaki 

T，Furukawa H．Segmentally distributed mammary carcinomas on 
dynamic MR imaging：differential diagnosis．European Congress of 
Radiology．2006 March 3-7；Wien，Austria． 

 
6) Shibamoto Y，Baba F ,Oda K，Tomita N ，Hayashi S ，Kokubo M，

Ishihara S，Ito Y，Kobayashi K．Incidence of bradin atrophy and 
dementia after whole-brain radiotherapy in patients with brain 
metastases：A prospective study．48thAnnual Meeting of the American 
Society for Therapeutic Radiology and Oncology．2006 November 5-9；
Philadelphia，USA． 



Ｂ 国内学会 
１）特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 
1) 奥山智緒．腫瘍患者の骨病変における FDG-PET と骨シンチの使いわけにつ

いて．第７回腫瘍核医学セミナー．2006 年 6 月 23 日；大阪． 
 
2) 小林加奈．肺癌の放射線治療～放射線で切る～．京都肺癌をなおす会．2006

年 9 月 16 日；京都． 
 
3) 奥山智緒、牛嶋 陽、西村恒彦．最近の PET/CT について．第 3 回京都肺

がんをなおす会．2006 年 9 月 24 日；京都． 
 
4) 山田 惠．急性期脳梗塞の画像診断．第 11 回日本脳神経外科救急学会 大阪

国際交流センター ．2006 年 1 月 20 日；大阪．   
 
5) 山田 惠．脳脊髄領域の画像診断．第 2 回 MR 入門講座（日本磁気共鳴医

学学会主催．2006 年 2 月 4 日；大阪．   
 
6) 山田 惠．Perfusion MRI ．第 65 回社団法人日本脳神経外科学会総会イブ

ニングセミナー．2006 年 10 月 19 日；京都．     
 
7) 山田 惠．MRI で評価する言語機能．第 51 回日本音声言語学会総会ラン

チョンセミナー．2006 年 10 月 27 日；京都．     
 
8) 山上卓士．静脈血栓症の IVR－IVC filter－ 技術教育セミナーⅣ．第 35 回

日本 IVR 学会総会．2006 年 5 月 20 日；大阪． 
 
9) 山上卓士．スペシャルレクチャー 肝動注化学療法における IVR．京都 GI

クラブ 第 17 回勉強会．2006 年 6 月 24 日；京都． 
 
10) 伊藤博敏．泌尿器生殖器領域における悪性腫瘍のステージング 前立腺癌．

第 42 回日本医学放射線学会秋季臨床大会．2006 年 10 月 28 日：福岡． 
 
11) 伊藤博敏．前立腺癌の MRI 泌尿器科医に何を伝えるべきか．第 34 回日本

磁気共鳴医学会大会ランチョンセミナー．2006 年 9 月 15 日：茨城． 
 
12) 伊藤博敏．FDG-PET と拡散強調像．第６回京都機能画像談話会．2006 年 9



月 2 日：京都． 
 
13) 勝盛哲也．子宮筋腫に対する動脈塞栓術. 治療成績と合併症．第 65 回日本

医学放射線学会総会．2006 年 4 月 7 日；横浜． 
 
14) 勝盛哲也．子宮筋腫に対する UAE の長期治療成績．第６回子宮筋腫塞栓療

法研究会．2006 年 9 月 30 日；東京． 
 
15) 勝盛哲也．子宮筋腫塞栓術．第 35 回日本 IVR 学会総会．2006 年 5 月 18

日；大阪． 
 
16) 勝盛哲也．放射線被ばく．第３２回京滋 IVR 懇話会．2006 年 11 月 11 日；

京都． 
 
17) 田中 治．当院における 64 列 MDCT の使用経験 －消化器疾患を中心に－．

第 8 回相楽消化器カンファレンス．2006 年 8 月 26 日；京都． 
 
２）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 
1) 山田 惠．Radiologists tomorrow. 私たちは信じている－放射線科医の未来

は明るい！第 65 回日本医学放射線学会学術集会．2006 年 4 月 9 日；横浜． 
 
2) 山田 惠．シンポジウム; 画像診断法最新の進歩とその臨床応用 頭部にお

ける拡散強調画．第 42 回日本小児放射線学会学術講演会．2006 年 6 月 17
日；東京． 

 
3) 山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、松本知博、西村恒彦． Gunther 

tulip vena cava filter 抜去困難時の対処．シンポジウム 「下大静脈フィル

ター」 第 13 回肺塞栓症研究会・学術集会．2006 年 12 月 2 日；横浜． 
 
4) 高畑暁子、伊藤博敏、西村恒彦．画像診断で機能にどこまでせまれるか～

MRI 拡散強調画像と FDG-PET～ The Japanese Society for the 
Advancement of Women's Imaging．第 7 回シンポジウム．2006 年 9 月 16
日；兵庫． 

 
３）一般講演（ポスター発表を含む） 
1) 奥山智緒、牛嶋 陽、久保田隆生、西村恒彦．甲状腺癌のヨード治療前に施



行した FDG-PET での病巣検出について．第 39 回日本核医学会近畿地方会．

2006 年 7 月 1 日；大阪． 
 
2) 松島成典、久保田隆生、牛嶋 陽、山田 惠、木津 修、奥山智緒、西村恒

彦．Perfusion MRI の解析アルゴリズムの検討：SPECT との対比．第 65
回日本医学放射線学会．2006 年 4 月 7 日；横浜． 

 
3) 奥山智緒、牛嶋 陽、久保田隆生、坂崎富夫、西村恒彦．膀胱にだまされた

2 症例．第 102 回核医学症例検討会．2006 年 8 月 19 日；大阪． 
 
4) 奥山智緒、井上芳浩、山岸義行、牛嶋 陽、久保田隆生、坂崎富夫、西村恒

彦．トランスミッション機能を装備した PET/CT の有用性について－義歯

アーチファクトの軽減について－．第 46 回日本核医学会学術総会．2006
年 11 月 9 日；鹿児島． 

 
5) 牛嶋 陽、久保田隆生、奥山智緒、西村恒彦、栗山長門、近藤正樹．特発性

正常圧水頭症における脳槽シンチグラフィの意義．第 46 回日本核医学会学

術総会．2006 年 11 月 10 日；鹿児島． 
 
6) 久保田隆生、牛嶋 陽、奥山智緒、西村恒彦．3D-SSP 解析における再構成

処理条件の影響．第 46 回日本核医学会学術総会．2006 年 11 月 10 日；鹿

児島． 
 
7) 小林加奈、坪倉卓司、西村拓哉、並河 健、牛嶋 陽、西村恒彦．術中ガイ

ダンス機能および術中計画を用いたシード永久挿入術の初期経験．日本放射

線腫瘍学会第 19 回学術大会．2006 年 11 月 24 日；仙台． 
 
8) 坪倉卓司、小林加奈、西村拓哉、並河 健、牛嶋 陽、西村恒彦．ＶＰＮ及

び院内ネットワークを用いた遠隔治療計画の運用と臨床上の有用性．日本放

射線腫瘍学会第 19 回学術大会．2006 年 11 月 24 日；仙台． 
 
9) 佐々木真理、平井俊範、林田佳子、井田正博、山田 惠、渡辺嘉之、松井美

詠子．急性期脳梗塞における拡散強調画像の標準化．第 34 回日本磁気共鳴

医学会大会．2006 年 9 月 14 日；筑波． 
 
10) 百島祐貴、佐々木真理、工藤與亮、山田 惠、井田正博．急性期脳梗塞にお



ける MR 灌流画像の標準化．第 34 回日本磁気共鳴医学会大会．2006 年 9
月 14 日；筑波． 

 
11) 渡辺嘉之、山田 惠、井田正博、佐々木真理、興梠征典．MR 灌流画像実践

的ガイドライン作成について．第 34 回日本磁気共鳴医学会大会．2006 年 9
月 14 日；筑波． 

 
12) 伊藤博敏、高原暁子、後藤眞理子、増南輝俊、結縁幸子、山田 惠、西村恒

彦．前立腺 repeat biopsy 症例の癌検出に MRI は有用か？第 34 回日本磁

気共鳴医学会大会．2006 年 9 月 15 日；筑波． 
 
13) 後藤眞理子，結縁幸子，伊藤博敏，山田 惠，西村恒彦．乳腺 dynamic MRI 

における THRIVE の適正化と臨床応用．第 34 回日本磁気共鳴医学会大会．

2006 年 9 月 16 日；筑波． 
 
14) 山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、松本知博、西村恒彦．Gunther 

tulip vena cava filter 抜去困難時の対処．日本血管造影･IVR 学会 第 20
回中部第 19 回関西合同地方会．2006 年 2 月 25 日；愛知． 

 
15) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．深部静脈

血栓症に対する catheter directed thrombolysis における t-PA の使用経験． 
第 20 回中部第 19 回関西合同地方会．2006 年 2 月 25 日；愛知． 

 
16) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．門脈血栓

に対する catheter directed thrombolysis の経験．日本 IVR 学会 第 20 回

関西合同地方会．2006 年 7 月 8 日；大阪． 
 
17) 山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、松本知博、西村恒彦．肺 RFA

に合併する気胸についての検討．日本 IVR 学会 第 20 回関西合同地方会．

2006 年 7 月 8 日；大阪． 
 
18) 西村拓哉、吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．

IVC フィルター抜去時にフィルターが右房へ偏位した一例．第 284 回日本

医学放射線学会関西地方会．2006 年 11 月 18 日；大阪． 
 
19) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．深部静脈



血栓症に対する catheter directed thrombolysis における t-PA の使用経験． 
第 13 回肺塞栓症研究会・学術集会．2006 年 12 月 2 日；横浜． 

 
20) 加藤武晴．肝腫瘍に対する経肺アプローチでの CT ガイド下 RFA．第 7 回

京都 Uroradiology 研究会．2006 年 1 月 19 日；京都． 
 
21) 加藤武晴、山上卓士、廣田達哉、松本知博、吉松梨香、西村恒彦．肝腫瘍に

対する経肺アプローチでの CT ガイド下 RFA．第 65 回日本医学放射線学会

総会． 2006 年 4 月 7 日；横浜． 
 
22) 結縁幸子、植松孝悦、嵩 眞佐子、佐貫潤一、木村聖美、田中久美子、内田

恵博．T2 強調像で強い高信号を示す乳癌の組織学的特徴と鑑別診断－粘液

癌, 非粘液癌と線維腺腫－．第１5 回日本乳癌画像研究会．2006 年 2 月 11
日；東京． 

 
23) 結縁幸子、横江弘郁、伊熊宏樹、関 明彦、植松孝悦、新槇 剛、古川敬芳． 

著名なリンパ管侵襲を伴った乳癌の MRI 所見の検討．第 64 回日本医学放

射線学会総会．2006 年 4 月 7 日；横浜． 
 
24) 結縁幸子、植松孝悦、内田恵博、田中久美子、木村聖美、佐貫潤一．MRI

で区域性造影効果を呈した乳癌の鑑別診断．第 14回日本乳癌学会総会．2006
年７月８日；金沢． 

 
25) 小林加奈、伊藤博敏、小泉雅彦、坪倉卓司、牛嶋 陽、西村恒彦．前立腺癌

125I シード永久挿入術の MRI 画像の有用性について．第 65 回日本医学放射

線学会総会．2006 年４月 7 日；横浜． 
 
26) 小林加奈、坪倉卓司、西村拓哉、並河健、西村恒彦、沖原宏治．前立腺癌 125I

シード永久挿入術における術中ガイダンス機能を用いた術中プランについ

て．関西放射線治療若手勉強会．2006 年 6 月 3 日；京都． 
 

27) 小林加奈、坪倉卓司、西村恒彦、牛嶋 壮、内藤泰行、沖原宏治、三木恒治． 

シード永久挿入術の術中ガイダンス機能の有用性について．第 3 回前立腺シ

ード研究会．2006 年 7 月 29 日；東京． 
 
28) 小林加奈．前立腺癌 I-125 永久挿入術の実際～治療計画のためのコツと落と



し穴～．CancerTherapist の会．2006 年 9 月 6 日；大阪． 
 
29) 野崎太希、勝盛哲也、笠原利之、金 容香．ショック・DIC を伴った術後出

血に対し NBCA 動脈塞栓術が有効であった 1 例－右人口股関節全置換術直

後の緊急症例－．日本 Interventional Radiology学会 第20回関西地方会．

2006 年 7 月 8 日；大阪． 
 
30) 勝盛哲也、笠原利之、金 容香、野崎太希．ゼラチンスポンジ細片の粒子径：

作製方法による違い．第６回子宮筋腫塞栓療法研究会．2006 年 9 月 30 日；

東京． 
 
31) 野崎太希、勝盛哲也、金 容香、笠原利之、市橋成夫、馬場正道．

Retroperitoneal hemangiopericytoma の 1 例．第 42 回日本医学放射線学会 

秋季臨床大会．2006 年 10 月 26 日；福岡． 
 
32) 赤田 渉、飯田典子、高橋 健．マルチスライスＣＴ（ＭＳＣＴ）にて術前

診断が可能であった特殊な急性虫垂炎の２例．第４２回日本医学放射線学会

秋季臨床大会．2006 年 10 月 26 日；福岡． 
 
33) 奈良佳典、岡本将裕、中山雅夫、宮本 裕二、奈良慶子、松本知博、加藤武

晴、西村恒彦．気管支動脈塞栓術後に生じた血液脳関門破綻の一例．第 284
回日本医学放射線学会関西地方会．2006 年 11 月 18 日；大阪． 

 
34) 金井恵理、成瀬昭二、小川史顕、北島則子、伊林範祐、山川稔隆、西村恒彦、

中川正法．前老年期における脳ＭＲＩ集団健診に意義と有用性～ ＭＲＩに

よる脳基本健診の確立に向けて ～．日本脳神経ＣＩ学会（第２９回総会）．

2006 年１月 27 日；東京． 
 
35) 北島則子、玉井公子、神原真規子、小川史顕、成瀬昭二、金井恵理、東中真

美、中川正法、西村恒彦．脳の健康づくりモデル事業の取り組み（第１報）

～磁気共鳴画像（ＭＲ）法による簡易な脳の集団健診を実施して～．平成１

８年度日本公衆衛生学会近畿地方会．２００６年 5 月 18 日；京都． 
 
36) 玉井公子、北島則子、神原真規子、小川史顕、成瀬昭二、金井恵理、東中真

美、中川正法、西村恒彦．脳の健康づくりモデル事業の取り組み（第２報）

～脳健診対象者へのアンケート調査から～．平成１８年度日本公衆衛生学会



近畿地方会．2006 年５月 18 日；京都． 
 
37) 小川史顕、北島則子、玉井公子、神原真規子、成瀬昭二、金井恵理、東中真

美．脳の健康づくりモデル事業の取り組み～磁気共鳴画像（ＭＲＩ）法によ

る簡易な脳の集団健診を実施して～．日本公衆衛生学会．２００６年 10 月

26 日；富山． 
 
38) 田中 治、石原 潔、森下博之、佐藤 修、小山田裕一、小沢 勝、西村恒彦．

Portal-systemic encephalopathy に対する B-RTO の検討．第 35 回日本 IVR
学会総会．2006 年 5 月 18 日；大阪． 

 
39) 田中 治、石原 潔、中川 登、西村恒彦．副左胃動脈から分岐する気管支動

脈が認められた 1 例．第 10 回臨床解剖研究会．2006 年 6 月 17 日；東京． 
 
40) 田中 治、石原 潔．一般病院における 64 列 MDCT の使用経験．第 3 回今

日の放射線診療研究会．2006 年 7 月 8 日；京都． 
 
41) 石原 潔、田中 治、西村恒彦．非イオン性ヨード造影剤投与により小腸壁の

肥厚が出現した 2 例 －悪心の原因としてのアレルギー様反応－．第 42 回日

本医学放射線学会秋季臨床大会．2006 年 10 月 26 日；福岡． 
 
42) 田中 治、石原 潔、中川 登、西村恒彦．副左胃動脈から分岐する気管支動

脈が認められた 1 例．第 42 回日本医学放射線学会秋季臨床大会．2006 年

10 月 26 日；福岡． 
 
43) 田中 治、石原 潔、中川 登、中河裕治、西村恒彦．悪性腫瘍の外腸骨動脈

浸潤による大量出血を来たした 2 症例に対するステントグラフト留置術の

経験．第 16 回救急放射線研究会．2006 年 10 月 28 日；福岡． 
 
44) 森下博之、竹内義人、久保田浩史、飯田典子、渡辺太治、村山祐一郎．Y グ

ラフト術後の内腸骨動脈閉塞に対するステント留置．第 35 回日本 IVR 学会

総会．2006 年 5 月 18 日；大阪． 
 
45) 佐藤 修、野崎大希、興津茂行、川端健二、佐貫 毅．自己免疫性膵炎に多

発腎腫瘤を合併したと考えられる 1 例．第 20 回腹部放射線研究会．2006
年 5 月 26 日；東京． 



46) 飯田茂晴、森下博之、木津 修、佐藤 修．PTO が著効した下腸間膜静脈-
下大静脈シャントに伴う肝性脳症の 1 例．第 20 回関西 IVR 地方会．2006
年 7 月 8 日；大阪． 

 
47) 野崎太希、佐藤 修、興津茂行、川端健二．肺 BALToma の 1 例．第 14 回

播但画像診断研究会．2006 年 1 月 19 日；明石． 
 
48) 縄田昌浩、久野正浩、池内研二、葉賀 淳、山本嘉治．迅速な連携のもと 

rt-PA 静脈投与を実現しえた急性期脳塞栓症の 1 例．第 41 回京都病院学会．

2006 年 6 月 11 日；京都． 
 
49) 縄田昌浩．日本脳炎の頭部画像所見．第 32 回京都学会．2006 年 9 月 24 日；

京都． 
 
50) 増南輝俊、伊藤博敏、赤沢健太郎、高畑暁子、後藤真理子、大内宏之、中井

孝子、西村恒彦．SPIO 造影剤(ferucarbotran)を用いた肝臓の高時間分解能

dynamic MRI における肝障害の評価の検討．第 65 回日本医学放射線学会学

術集会．2006 年 4 月 8 日；横浜． 
 
51) 増南輝俊、細田誠、高畑暁子、後藤眞理子、井上宏美、中井孝子、伊藤博敏、

西村恒彦．呼吸同期拡散強調像が転移の検出に有用だった症例．第 282 回日

本医学放射線学会関西地方会．2006 年 2 月 18 日；大阪． 
 
52) 田中 匡、赤澤健太郎、中村尚子、久保田隆生、伊藤博敏、山田惠、西村恒

彦．産褥期意識障害に対して脳灌流画像が有用であった一例．第 283 回日本

医学放射線学会関西地方会．2006 年 6 月 24 日；大阪． 



Ⅶ．その他 
1) 山上卓士．末梢疾患に対する IVR 将来の展望．医局抄読会．2006 年 10

月 30 日；京都． 
 
2) 山上卓士．Special Report CIRSE 2005．CIRSE meets Korea 新技術の早

期臨床応用と集中型データ収集に支えられる韓国 IVR のパワー．Views 
Radiology International Vol8-No1．6-12，2006． 

 
3) 山上卓士．肺 IVR の現状と展望－肺野腫瘤性病変に対する IVR－．京都府

立医科大学放射線医学教室 同門会誌 Vol 6．15-17，2006． 
 
4) 山上卓士．2005 年夏、世界一周 IVR の旅．京都府立医科大学放射線医学教

室 同門会誌 Vol 6．34-37，2006． 
 
5) 山上卓士． Gunther tulip vena cava filter 抜去困難時の対処．第 20 回京

都府立医大関連施設 IVR カンファレンス．2006 年 5 月 15 日；京都． 
 
6) 森田荘平、山上卓士．西陣病院透析患者の多発性嚢胞腎症例．第２回腎疾患

地域連携カンファランス．2006 年 9 月 30 日； 京都． 
 
7) 加藤武晴．肺癌に対する CT 透視下 RFA．京都府立医科大学呼吸器内科外科

合同カンファレンス．2006 年 7 月 10 日；京都． 
 
8) 松本知博、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、吉松梨香、西村恒彦．当院にお

ける腸骨動脈領域の subintimal angioplasty の経験．京都府立医大・関連

施設 IVR カンファレンス．2006 年 11 月 6 日；京都． 
 
9) 吉松梨香、山上卓士、加藤武晴、廣田達哉、松本知博、西村恒彦．肝動注リ

ザーバー留置術中に生じた肝動脈狭窄に対し PTA を施行した一例．京都府

立医大・関連施設 IVR カンファレンス．2006 年 5 月 15 日；京都． 
 
10) 小川史顕．新型インフルエンザ対策．乙訓地区在宅療養手帳委員会．2006

年 1 月 25 日；長岡京． 
 
11) 小川史顕．新型インフルエンザ対策．新型インフルエンザ管内市町等対策研

修会（学校）2006 年 2 月 15 日；向日． 



12) 小川史顕．新型インフルエンザ対策．乙訓医師会新型インフルエンザ対策研

修会．2006 年 2 月 25 日；向日． 
 
13) 小川史顕．新型インフルエンザ対策．新型インフルエンザ管内施設等対策研

修会（施設）2006 年 2 月 27 日；向日．  
 
14) 北島則子、玉井公子、神原真規子、小川史顕、成瀬昭二、金井恵理、東中真

美、中川正法、西村恒彦．脳の健康づくりモデル事業の取り組み（第１報）

～磁気共鳴画像（ＭＲ）法による簡易な脳の集団健診を実施して～．平成１

７年度京都府保健福祉環境等調査研究発表会．2006 年 3 月 10 日；京都． 
 
15) 玉井公子、北島則子、神原真規子、小川史顕、成瀬昭二、金井恵理、東中真

美、中川正法、西村恒彦．脳の健康づくりモデル事業の取り組み（第２報）

～脳健診対象者へのアンケート調査から～．平成１７年度京都府保健福祉環

境等調査研究発表会．2006 年 3 月 10 日；京都． 
 
16) 小川史顕．メタボリック・シンドローム（代謝症候群）と生活習慣病～京都

府：健康長寿日本一をめざして～．大山崎町健康づくり推進員研修会．2006
年 3 月 22 日；大山崎町． 

 
17) 小川史顕．ラクナのあれこれ．脳の健康づくりモデル事業フォロー教室講演

会．2006 年 5 月 17 日；向日． 
 
18) 小川史顕．メタボリック・シンドロームと生活習慣病．乙訓民生児童委員協

議会総会講演会．2006 年 5 月 29 日；向日． 
 
19) 水本美佳、小川史顕．食中毒対策について．長岡病院講演会．2006 年 5 月

31 日；長岡京． 
 
20) 小川史顕．メタボリック・シンドロームについて．乙訓保健所教育講演．2006

年６月 23 日；向日． 
 
21) 小川史顕．新型インフルエンザについて．第１回乙訓消防署講演会．2006

年 6 月 29 日；長岡京． 
 
22) 小川史顕．メタボリック・シンドロームについて．乙訓府民会議研修会．2006



年 8 月 30 日；向日． 
 
23) 小川史顕．高齢者施設での結核対策．京都府南丹保健所高齢者施設結核研修

会．2006 年 9 月 22 日；南丹． 
 
24) 小川史顕．メタボリック・シンドロームについて．京都府女性の舟「ステッ

プあけぼの」講演会．2006 年 9 月 27 日；向日． 
 
25) 小川史顕．高齢者施設での結核対策．高齢者施設結核研修会．2006 年 9 月

28 日；向日． 
 
26) 小川史顕．脳ＭＲ健診について．長岡京市脳健診研修会．2006 年 10 月 19

日；向日． 
 
27) 小川史顕．医療監視における院内感染対策のチェックポイント．京都府山城

北保健所教育講演．2006 年 10 月 31 日；宇治． 
 
28) 小川史顕．新型インフルエンザについて．第２回乙訓消防署講演会．2006

年 11 月 10 日；向日． 
 
29) 玉井公子、神原真規子、北島則子、小川史顕、金井恵理、成瀬昭二、同道正

行、松岡幸代、坂根直樹、金達龍．脳の健康づくりプログラム「らくな教室」

の取り組み 乙訓医学会．2006 年 11 月 11 日；京都． 
 
30) 小川史顕．理容と結核．乙訓理容組合講演会．2006 年 11 月 14 日；向日． 
 
31) 小川史顕．ノロウィルス感染症対策について．船井医師会・京都府南丹保健

所講演会．2006 年 11 月 25 日；南丹． 
 
32) 小川史顕．新型インフルエンザについて．第３回乙訓消防署講演会．2006

年 12 月 8 日；向日． 
 
33) 小川史顕．ノロウィルス感染症対策について．乙訓保健所講演会．2006 年

12 月 14 日；向日． 
 
34) 小川史顕．新型インフルエンザについて．第４回乙訓消防署講演会．2006



年 12 月 15 日；向日． 
 
35) 小川史顕．ノロウィルス感染症対策について．乙訓保健所講演会．2006 年

12 月 22 日；向日． 
 
36) 田中 治、石原 潔、中川 登、中河裕治．悪性腫瘍腸骨動脈浸潤による大量

出血に対して、ステントグラフト留置により救命できた 2 症例．第 20 回京

都府立医大関連施設 IVR カンファレンス．2006 年 5 月 15 日；京都． 
 
37) 飯田茂晴．緊急ステントグラフト内挿術の 1 例．第 21 回京都府立医大・関

連施設ＩＶＲカンファレンス．2006 年 11 月 6 日；京都． 
 
38) 縄田昌浩、吉田なつ．経鼻内視鏡における効果的な鼻腔麻酔のためのマーゲ

ンゾンデ改良の試み．第 4 回経鼻的内視鏡研究会．2006 年 9 月 16 日；大

阪． 
 
39) 縄田昌浩、中江晟、樽見隆雄．魚骨の穿通による急性腹症の 1 例．第 7 回綴

喜医師会学術集談会．2006 年 11 月 25 日；京都． 
 
 
 
 
 


